
2021年

時 期 １年Ａ巡 単元 学科 教科名

2021.4.1

総時限 １３時限 川田

必要時限 １１時限

　指導教員の実務経験 該当 非該当

自動車整備科・一級自動車工学科・

自動車整備スポーツメカニクス科
授業計画

電装品構造Ａ

科 目 自動車工学
教科書等

持参品

　基礎自動車工学
発行日

　３級自動車ガソリンエンジン

　①自動車に使用されている電装品の種類、役割が理解出来る。

教科担当

　自動車整備士として、電気装置整備の実務経験がある教員により電装品の構造、作動について指導する。

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　①自動車に使用されている電装品を理解するために、電気の基本を理解する。

　②電気の基礎的な原理、法則を理解する。

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

  　　整備科、ＳＰＭ科　６０点以上で合格、工学科　７０点以上で合格。

　②電気にかかわる基礎が理解出来る。

　③オームの法則が理解出来る。

　④電気回路の計算が出来る。（国家2級試験対応）

　⑤電気と磁気の関係が理解出来る。

　⑥自動車に使用されている半導体の種類、役割、作動が理解出来る。（半導体～ツェナダイオード/定電圧回路）

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　１）履修試験での学習評価　　筆記試験１００点にて評価する。

  ２）出題試験項目

　　①電気用図記号。

　　②電気に拘る基礎的な原理法則。

　　③半導体の特性。

　　④電気回路の計算。

　準備学習

　事前に次回の授業内容範囲を予習して、テキストを読んでおき、授業内容や質問事項等を学習する。



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

　基礎自動車工学 各１

　３級自動車ガソリンエンジン 各１

　電気回路計算演習問題
2

　基礎的な原理

　法則　２

　電気と磁気について理解する。（～電気回路）

　電気用図記号を理解する。

自動車整備科・一級自動車工学科・

自動車整備スポーツメカニクス科
2021年 授業計画

１年Ａ巡 学科 電装品構造Ａ

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

1
　基礎的な原理

　法則　１
　電気と磁気について理解する。（～電流の三要素）

3
　基礎的な原理

　法則　３
　電気と磁気について理解する。（～電力量）

4
　基礎的な原理

　法則　４
　電気と磁気について理解する。（～磁束密度）

5
　基礎的な原理

　法則　５
　電気と磁気について理解する。（～電磁誘導）

6 　電気装置　１ 　半導体について理解する　１ （～Ｐ/Ｎ型半導体）

7 　電気装置　２ 　半導体について理解する　２ （ダイオード、整流回路）

8 　電気装置　３
　半導体について理解する　３

　（ツェナダイオード、定電圧回路）

9 　電気装置　４
　半導体について理解する　４

　（その他の半導体）

10
　電気回路

　演習　２
　オームの法則電気回路演習問題の実施と解説　２。

11
　電気回路

　演習　３
　オームの法則電気回路演習問題の実施と解説　３。

12
　電気回路

　演習　４
　オームの法則電気回路演習問題の実施と解説　４。

13 　期末試験 　期末試験。



2021年

時 期 １年Ｂ巡 単元 学科 教科名

2021.4.1

総時限 １３時限 川田

必要時限 １１時限

　指導教員の実務経験 該当 非該当

  ２）出題試験項目

　　①バッテリの構造、機能、整備。

　　②始動装置の構造、機能。

　　③電気回路の計算。

　準備学習

　事前にＡ巡電装品構造の内容を確認し、電気の基本的な知識、電気回路の計算、オームの法則を復習する。

　次回の授業内容範囲を予習して、テキストを読んでおき、授業内容や質問事項等を学習する。

  　　整備科、ＳＰＭ科　６０点以上で合格、工学科　７０点以上で合格。

　②バッテリの構造、機能が理解出来る。

　③バッテリの整備方法を理解し、整備が出来る。

　④モータの原理/分類が理解出来る。

　⑤始動装置の役割、構成部品が理解出来る。

　⑥始動装置の構造、名称、作動、電流の流れ、特性が理解出来る。

　⑦始動装置の点検、整備を理解し、整備出来る。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　１）履修試験での学習評価　　筆記試験１００点にて評価する。

　①自動車のバッテリの種類、構成部品、名称、役割が理解出来る。

教科担当

　自動車整備士として、電気装置整備の実務経験がある教員により電装品の構造、作動について指導する。

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　①自動車のバッテリの構造、機能、整備を理解する。

　②始動装置の構造、機能、整備を理解する。

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

自動車整備科・一級自動車工学科・

自動車整備スポーツメカニクス科
授業計画

電装品構造Ｂ

科 目 自動車工学
教科書等

持参品

　３級自動車ガソリンエンジン
発行日

　３級自動車ジーゼルエンジン

　電装品構造



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

　３級自動車ガソリンエンジン 各１

　３級自動車ジーゼルエンジン 各１

　電装品構造 各１

　各部品の現物、カットモデル 各１

　電気回路計算演習問題

　練習問題

13 　期末試験 　期末試験。

11 　始動装置　４ 　始動装置の機能、電流の流れを理解する。

12 　始動装置　５ 　始動装置の整備について理解する。

9 　始動装置　２ 　始動装置のモータの原理/分類を理解する。

10 　始動装置　３ 　始動装置の構造を理解する。

7 　バッテリ　７ 　バッテリの充電方法を覚える。

8 　始動装置　１ 　電気と磁気の関係について復習する。

5 　バッテリ　５ 　バッテリの容量、自己放電について理解する。

6 　バッテリ　６ 　バッテリの整備について理解する。

3 　バッテリ　３ 　バッテリの構造を理解する。

4 　バッテリ　４ 　バッテリの機能、放電、充電について理解する。

2 　バッテリ　２ 　自動車用バッテリの概要を理解する。

自動車整備科・一級自動車工学科・

自動車整備スポーツメカニクス科
2021年 授業計画

１年Ｂ巡 学科 電装品構造Ｂ

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

1 　バッテリ　１ 　バッテリの概要、種類を理解する。



2021年

時 期 １年Ｃ巡 単元 学科 教科名

2021.4.1

総時限 １５時限 川田

必要時限 １２時限

　指導教員の実務経験 該当 非該当

  ２）出題試験項目

　　①点火装置の構造、機能。

　　②充電装置の構造、機能。

　　③予熱装置の構造、機能。

　　④電気回路計算問題。

　準備学習

　事前にＡ巡電装品構造の内容を確認し、電気の基本的な知識、電気回路の計算、オームの法則を復習する。

　次回の授業内容範囲を予習して、テキストを読んでおき、授業内容や質問事項等を学習する。

  　　整備科、ＳＰＭ科　６０点以上で合格、工学科　７０点以上で合格。

　②点火装置の構造、名称、電気の流れ、制御が理解出来る。

　③点火時期制御の必要性、制御が理解出来る。

　④発電機/発電の原理が理解出来る。

　⑤充電装置の役割、構成部品が理解出来る。

　⑥充電装置の構造、名称、機能、電気の流れが理解出来る。

　⑦充電装置の点検整備が理解出来る。

　⑧ジーゼルエンジンの予熱装置の役割、構造、名称、機能、制御について理解出来る。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　１）履修試験での学習評価　　筆記試験１００点にて評価する。

　①点火装置の役割、構成部品、電気の流れ（バッテリ～スパークプラグ、アースまで）が理解出来る。

教科担当
　電卓

　自動車整備士として、電気装置整備の実務経験がある教員により電装品の構造、作動について指導する。

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　①電気の基礎的な原理法則を理解する。

　②ガソリンエンジンの点火装置の構造、機能を理解する。

　③自動車の充電装置の構造、機能を理解する。

　④ジーゼルエンジンの電気装置について理解する。

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

自動車整備科・一級自動車工学科・

自動車整備スポーツメカニクス科
授業計画

電装品構造Ｃ

科 目 自動車工学
教科書等

持参品

　３級自動車ガソリンエンジン
発行日

　３級自動車ジーゼルエンジン

　電装品構造



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

　３級自動車ガソリンエンジン 各1

　３級自動車ジーゼルエンジン 各1

　電装品構造 各１

　電装品部品

　電装品カットモデル

　電気回路計算演習問題

　電卓 各１

15 　期末試験 　期末試験。

13 　予熱装置　１
　ジーゼルエンジンの予熱装置の概要を覚える。

　予熱装置の構造、機能について理解する　１。

14 　予熱装置　２
　予熱装置の構造、機能について理解する　２。

　予熱装置の整備を覚える。

11 　充電装置　６ 　充電回路の作動について理解する　２。

12 　充電装置　７ 　充電装置の整備を覚える。　充電装置のまとめ。

9 　充電装置　４ 　充電装置の機能について理解する　２。

10 　充電装置　５
　起電力の制御について理解する。

　充電回路の作動について理解する　１。

7 　充電装置　２ 　充電装置の構造を理解する。

8 　充電装置　３ 　充電装置の機能について理解する　１。

5 　点火装置　５
　スパークプラグの構造、機能について理解する。

　点火装置の整備を覚える。

6 　充電装置　１ 　充電装置の概要を覚える。

3 　点火装置　３ 　点火時期の制御について理解する。

4 　点火装置　４ 　気筒別独立点火方式について理解する。

2 　点火装置　２ 　点火装置の基礎について理解する。

自動車整備科・一級自動車工学科・

自動車整備スポーツメカニクス科
2021年 授業計画

１年Ｃ巡 学科 電装品構造Ｃ

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

1 　点火装置　１ 　点火装置の概要について理解する。



2021年

時 期 １年Ｄ巡 単元 学科 教科名

2021.4.1

総時限 １５時限 川田

必要時限 １２時限

　指導教員の実務経験 該当 非該当

自動車整備科・一級自動車工学科・

自動車整備スポーツメカニクス科
授業計画

電装品構造Ｄ

科 目 自動車工学
教科書等

持参品

　３級自動車シャシ
発行日

　２級ガソリン自動車　エンジン編

　２級ジーゼル自動車　エンジン編

　①灯火装置の種類、役割、構成部品を覚える。

教科担当
　電装品構造

　自動車整備士として、電気装置整備の実務経験がある教員により電装品の構造、作動について指導する。

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　①自動車の灯火装置の構造、機能を理解する。

　②自動車の電装品計器の構造、機能を理解する。

　③自動車の冷暖房装置の構造、機能を理解する。

　④自動車に使用されている電装品を理解するために、電気の基本（半導体）を理解する。

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

  　　整備科、ＳＰＭ科　６０点以上で合格、工学科　７０点以上で合格。

　②灯火装置の構造、機能、電流の流れが理解出来る。

　③電装品計器の役割、構成部品を覚える。

　④電装品計器の構造、機能、電気の流れが理解出来る。

　⑤冷暖房装置の構造、機能が理解出来る。

　⑥自動車に使用されている半導体（発振回路、論理回路）の種類、機能が理解出来る。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

　１）履修試験での学習評価　　筆記試験１００点にて評価する。

  ２）出題試験項目

　　①灯火、計器、ワイパ装置の構造、機能。

　　②冷暖房装置の構造、機能。

　　③半導体、発信回路、論理回路の機能。

５．準備学習

　事前にＡ巡電装品構造の内容を確認し、電気の基本的な知識、電気回路の計算、オームの法則を復習する。

　次回の授業内容範囲を予習して、テキストを読んでおき、授業内容や質問事項等を学習する。



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

　３級自動車シャシ 各１

　電装品構造 各１

　電装品部品

自動車整備科・一級自動車工学科・

自動車整備スポーツメカニクス科
2021年 授業計画

１年Ｄ巡 学科 電装品構造Ｄ

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

1 　灯火装置　１ 　灯火装置の種類、役割を理解する。

各１

2 　灯火装置　２ 　ヘッドランプの構造、機能を理解する。
　2級ジーゼル自動車

　エンジン編
各１

3 　灯火装置　３ 　その他の灯火装置の構造、機能を理解する。

　２級ガソリン自動車

　エンジン編

4 　灯火装置　４ 　電装回路の安全装置について理解する。

5 　灯火装置　５ 　灯火装置の整備を理解し、覚える。

6 　計器装置　１ 　計器装置の種類、役割を理解する。　

7 　計器装置　２ 　計器装置の構造、機能を理解する　１。

8 　計器装置　３ 　計器装置の構造、機能を理解する　２。

9
　ホーン、ワイパ

　装置　１
　ホーン、ワイパ装置の種類、構造、機能を理解する。

10
　ホーン、ワイパ

　装置　２
　ホーン、ワイパ装置の構造、機能を理解する。

11
　冷暖房装置

　１
　冷暖房装置の種類、構造、機能を理解する。

12
　冷暖房装置

　２
　冷暖房装置の構成、作動を理解する。

13 　半導体　１ 　基本的な半導体回路を理解する。

14 　半導体　２ 　発信回路、論理回路を理解する。

15 　期末試験 　期末試験。


